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ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針

一
生
に
一
度
の
大
切
な
式

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

江
戸
時
代
末
期
の
日
本

で
は
、
韮
山
反
射
炉

を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地

に
反
射
炉
が
築
造
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
時
の

反
射
炉
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
例
は
、
韮
山
反
射

炉
と
山
口
県
萩
市
の
萩
反
射
炉
の
み

で
す
。
萩
反
射
炉
は
試
験
的
な
も
の

で
、
金
属
を
溶
か
す
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
実
際
に
稼
働
し
た
反
射
炉
と
し

て
は
、
韮
山
反
射
炉
が
国
内
唯
一
の

現
存
例
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

反
射
炉
に
限
ら
ず
、
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
産
業
遺
産
は
、
取
り
壊
さ
れ

た
り
、
よ
り
新
し
い
設
備
に
建
て
替

え
ら
れ
た
り
し
て
し
ま
う
の
が
普
通

で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
韮

山
反
射
炉
は
今
日
ま
で
そ
の
姿
を
残

し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
10
月
、

既
に
操
業
を
停
止
し
て
い
た
韮
山
反

射
炉
に
つ
い
て
、
陸
軍
省
に
よ
る
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
調

査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
反
射

炉
敷
地
内
に
は
、
反
射
炉
本
体
の
ほ

か
、
建
造
物
と
し
て
は
シ
ャ
チ
台
・

板
倉
・
テ
ー
ル
（
タ
ー
ル
）
竈
か
ま
ど
・
番

人
小
屋
・
物
置
が
、
機
械
類
と
し
て

は
シ
ャ
チ
台
機
械
・
三
連
錐
台
・
テ
ー

ル
製
造
機
械
・
大
砲
外
部
仕
上
機
械

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
報

告
を
受
け
て
、
翌
明
治
６
年
、
機
械

類
な
ど
の
付
属
品
は
陸
軍
省
造
兵
司

令
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
12
年
（
１
８
７
９
）、
当
時

の
静
岡
県
令
大お
お

迫さ
こ

貞さ
だ

清き
よ

の
建
白
に
よ

り
、
反
射
炉
本
体
の
底
地
は
第
三
種

官
有
地
（
古
蹟
風
光
保
存
地
）
と
さ

れ
、周
囲
に
柵
が
巡
ら
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
存
修
理
な
ど
は
行
わ
れ

ず
、
周
辺
の
土
地
も
民
間
に
払
い
下

げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、

荒
れ
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
韮
山
反

射
炉
を
保
存
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

起
こ
る
に
は
、
数
十
年
の
歳
月
を
待

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
そ
の
２
へ
続
く
）

韮山反射炉はなぜ残ったか

昨年の成人式

文化財通信
その112

( その１)

反射炉古写真（明治初期）
（公益財団法人江川文庫蔵）

と
き
／

　

平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

　

10
時
〜　
（
受
付
９
時
〜
）

※ 

第
２
部
は
中
学
校
区
に
分

か
れ
て
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ
／

　

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

対
象
／ 

　

 

平
成
６
年
４
月
２
日
〜

平
成
７
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

申
込
方
法
／

▼ 

市
内
在
住
者
は
10
月
中
旬

ご
ろ
に
、
往
復
は
が
き
を

送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
11
月
７

日
（
金
）
ま
で
に
返
信
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

市
外
の
人
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
は
が
き
な

ど
に
「
成
人
式
出
席
希
望
」

と
明
記
の
う
え
、
氏
名
、

性
別
、生
年
月
日
、出
身
中

学
校
、郵
便
番
号
、住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、11
月
７
日（
金
）
ま
で

平
成
27
年
成
人
式
の
ご
案
内

に
郵
送
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
日
、
往
復
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
。

【
注
意
】

① 

申
込
を
し
な
い
人
は
、

記
念
品
が
無
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

② 

住
所
、電
話
番
号
な
ど
は
、

記
念
写
真
の
送
付
で
使
用

す
る
た
め
、
連
絡
が
取
れ

る
と
こ
ろ
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

申込・問合せ先　
〒 410-2292
伊豆の国市長岡 346-1
市役所社会教育課
☎ 055-948-1461
（8：30 ～ 17：15）
℻ 055-948-1470

国防の最前線で外交、造船、反射炉、
お台場建設などに活躍。江川英龍の
生涯を多彩な逸話で描く小説。978
ページの大作。【中央・韮山】

『実伝江川太郎左衛門』
仲田正之（著）／鳥影社 
『
仲

『幕末の知られざる巨人江川英龍 勝海舟が絶賛し、福沢諭吉も憧れた』
　江川文庫・橋本敬之（著）／ KADOKAWA【全館】
・・・江川文庫の資料調査から、新たに判った事実を反映させた評伝。
『江川太郎左衛門の生涯 日本の国防に一生を捧げた韮山代官』
　堀内永人（著）／栄光出版社【全館】
『評伝江川太郎左衛門 幕末・海防に奔走した韮山代官の軌跡』
　加来耕三（著）／時事通信社【全館】
・・・史実に埋もれた人物に光を当てる著者による評伝。
『黒鉄の志士たち』　植松三十里（著）／文藝春秋【中央・長岡】
・・・英龍と同じく大砲鋳造に挑んだ、佐賀藩の苦闘を描いた小説。
『江戸湾防備と品川御台場』　品川区立品川歴史館（編）／岩田書院【中央】

今月のおすすめ  ～江川英龍の評伝と小説～

　江川英龍（太郎左衛門）の本、英龍
が登場する小説などを何冊か紹介し
ます。反射炉がテーマの読書講演会
にも、ぜひお越しください。

　おはなしの楽しさを届けて
くれるボランティアから、皆
さんへメッセージをいただき
ました。
～親子読書のススメ～

「本を読みなさい」と言う親と
「読書は苦手」と言う子ども。
親も子も、一緒に楽しみませ
んか。同じ本の感想を話し合
うのもいいですね。

図書館読み聞かせボランティア 

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

図書館ホームページ  http://www.izunokuni.library-town.com/　問 中央図書館　☎ 0558-76-5566（月曜休館）

2015 年農林業センサスの
調査員を募集

　平成 27年２月１日を基準日とし
て実施する「2015 年農林業センサ
ス」の調査員を募集しています。

調査対象／全国の農林業経営体
調査方法／ 調査員が対象者に調査票を配

布・回収して行います。
調査日程／平成 27年 1月

～平成 27年 2月上旬
報酬／調査対象数によります。
　　　（平均 27,000 円程度を予定。）
申込方法／  10 月 24 日（金）までに電話で

申し込みください。
問  市役所総務課　☎  055-948-1411

問 

市
役
所
政
策
戦
略
課

☎ 

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
１
５

調
査
地
域
／
市
内
全
域

調
査
対
象
／ 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

男
女

対
象
者
数
／
２
千
５
百
人

抽
出
方
法
／ 

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
抽
出

調
査
方
法
／ 

郵
送
調
査
方
法
に
よ
る

　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
期
間
／
２
週
間
程
度
を
予
定

※
10
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　市では、平成 29年度から始まる第２次
総合計画の策定にあたり、基礎資料とする
ため、市民の皆さんに意識調査を行います。
抽出された人に、郵送で調査票を送付しま
すので、ご協力をお願いします。

問 市役所文化振興課
☎ 055-948-1428


